














白色LED素子の発光効率向上は目覚ましく、高効率の品種では100lm/Wを超え、2011~2012年には150lm/W

に達する見込みである。これにより白色LED素子を組み込んだ器具効率においてもインバータ照明器具（蛍

光灯）を上回る見込みだ（図 1）。このような動きを受け、同社は住宅、店舗、屋外、防災などの用途に向

け、あらゆる照明器具を LED照明「EVERLEDS」シリーズで置き換えることをもくろむ。まず住宅向けに

130品種、非住宅向けに 210品種（うち店舗向け 110品番）の新製品を 2009年 4月から順次発売する。こ

れにより同社が供給する LED照明器具は既存の製品と合せて 750品種に達するという。例えば住宅向けは

60W白熱灯相当の LEDダウンライトや同 LEDポーチライト、スポットライトなどからなる。新製品のう

ち、最も発光効率の高い器具では発光効率が 71.7lm/Wに達する。 

今回の製品では住宅向けの品種が最も多いが、最大の市場は住宅向けではなく店舗向けだという。「住宅向

けと非住宅向けの売上高の比率は現在 4:6であり、今後も変わらない」（取締役照明事業本部長を務める松

蔭邦彰氏）。店舗では商品が主役であり、照明器具に割けるスペースが少ない。このため、例えば本体 15mm

厚、埋め込み高 25mm の「棚下用薄型ダウンライト」（図 2）を製品化した。「LED 照明は非日常的な、い

ままで体感したことのない光の質を与える。LED はコンパクトでさまざまな色が出せる。このような意味

で店舗には非常に早く採用が始まると考えている」（同氏）。 

同社は「国内 LED照明市場の過半数のシェアを占めている」（同氏）。今後の LED事業の販売目標は、2010

年に国内 100 億円、海外 50 億円、2012 年には国内 200 億円、海外 100 億円である。同社の照明事業に占

める LED事業の比率は 2012年に 10％以上まで高まるとした（図 3）。 

白色有機 EL関連では、3種類の素子を展示した（図 4）。50mm角のパネルと 80mm角のパネル、さらに演

色性を Ra82から Ra94まで高めた 80mm角のパネルである（図 5）。演色性を高めたパネルは、出光興産、

タツモとともに新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託を受けたプロジェクト「有機発光

機構を用いた高効率照明技術の開発」の成果である。 

白色有機 EL パネルの発光効率は現時点で白色 LED 素子に大きく劣る（図 6）。同社はそれでも白色有機

ELパネルを開発する理由として、薄さを生かした応用商品に向くことと、今後の製造プロセス技術の進展

を挙げた。例えば厚さ 1mm の器具は白色 LED では実現が困難であり、平面状の器具は現在、多数の白色

LED 素子と導光板の組み合わせで実現している。このため、部品点数が少ない白色有機 EL パネルに優位

性があるとした。製造プロセス技術については、印刷技術を用いることで、大面積を低価格で製造できる

見込みがあるとした。面光源はいずれ白色有機 ELパネルが担い、点光源は白色 LED素子というすみ分け

が生じるという。 

2年後には、白色有機 ELパネルが発光効率や輝度をあまり重視しない補助照明として利用されるようにな

り、2013年には同社の白色有機 ELパネルが寿命 4万時間を達成する予定だとした。2015年以降は主照明

としても使われるようになるという。 

図 1 LED照明は補助照明から主照明へと市場を広げていく 

 

 

 

 

図 2 棚下用 LED薄型ダウンライト � 埋め込み高を 25mmに抑えた。 

 

 

 



 

図 3 パナソニック電工の LED事業計画 

 

 

 

図 4 パナソニック電工が展示した白色有機 ELパネル 

上部に多数展示した 50mm 角のほか、下部左と中央の 80mm 角パネルと下部右

の演色性を高めた 80mm角パネルの 3種類を見せた。 

 

 

図 5 演色性を高めた Ra94 の白色有機 EL パネル 

輝度は 3000cd/m2 である。 

 

 

図 6 白色 LED素子と白色有機 ELパネルの変換効率 

有機 ELパネルは LED素子に 2~3年遅れて追従している。 

 

 

 

 

●ライティング・フェア 2009、白色有機 ELが照明用に立ち上がる 2009/04/22畑陽一郎 
 照明の世界が変わろうとしている。発光効率の低い白熱電球や、神経系に害を与える Hg（水銀）を利用

する蛍光灯に換わって、固体素子を用いた照明の普及期が始まろうとしている。 

2009年 3月 3~6日に東京ビッグサイトで開催された照明関連の展示会「ライティング・フェア 2009」（第

9回国際照明展示会）では、白色 LED素子を用いた照明器具が注目を集めた。出展内容の 9割は LEDに関

連しており、屋外、店舗、オフィス、住宅に向けたさまざまな機器が目を引いた（関連記事「全てを包む

LED照明」を参照）。「白色 LED素子の発光効率は研究レベルでは 150lm/W、量産品では 70~80lm/Wであ

り、一般的な蛍光灯の 70~80lm/Wと同等である。1~2年後には研究レベルで効率 250lm/Wに達するだろ

う」（米 University of California, Santa Barbaraの Materials Departmentで Professorを務める中村修二氏）。 

そうした中、LEDに次いで注目を集めた照明用素子が白色有機 EL 素子である。NEC、パナソニック電工、

有機エレクトロニクス研究所、ルミオテック、ローム、オランダ Royal Philips Electronics 社が、同素子

を用いた照明器具などを展示した。 

白色有機 EL 素子は、厚さ 0.1μm程度の有機物からなる発光層を電極などで挟み込んだ平面構造を採る。

三原色に相当する RGBの各層を積層することで白色光を発する。ただし、15cm 角程度の素子の発光効率

は、現在 20lm/W前後と低く、白色 LED素子よりも発光効率の向上が 2~3 年遅れているという意見が大

半を占める。それにもかかわらず白色有機 EL 素子が注目を集める理由はいくつかある。中でも大きな特

長は、面光源（拡散光源）として使えることや、基板材料を選ばないため薄くて軽い素子を製造しやすい

ことである。 

「照明器具の用途を考えると面光源の方が市場規模が大きい。白色 LED素子は素子単体では点光源（指向

性光源）であり、蛍光灯などの面状の光源を置き換える器具を作ろうとすると、導光板と組み合わせる必



要がある。現時点では白色 LEDを用いた器具を開発・販売しているが、白色有機 EL素子の発光効率など

が高まった将来では、照明器具を作るときに必要となる部品点数が少なくて済む有機 EL が有望である」

（パナソニック電工）。「平面状であるため、照明器具を壁や天井に埋め込む深さを浅くでき、LED よりも

有利である」（有機エレクトロニクス研究所）。「有機 EL 素子を使うと照明器具を 1mm 程度まで薄くでき

る。これはほかの素子にはまねできない。さらに曲げられるので曲面状の器具を作りやすい」（ローム）。 

有機 EL 素子では、無機物を用いる LEDとは異なり、結晶構造を持たない有機物を発光層に用いる。従っ

て高温下の製造技術は不要である。このため、ロール・ツー・ロール製造技術など印刷エレクトロニクス

を用いて量産することも視野に入っているという＊1）。 

演色性でも白色 LED素子に比べて有利である。有機材料は無機材料と違い、分子設計がたやすく、発光材

料の波長特性をある程度自由に制御できる。このため、例えば太陽光と似たスペクトルを再現しやすい。 

課題は輝度、寿命、発光効率 

 照明に用いる素子には、求められる条件が 3つある。高い輝度、長い寿命（輝度半減時間）、高い発光効

率だ。 

輝度については、「8 畳間の室内照明に用いることを想定すると、有機 EL 素子の形状を 60cm 角として

5000cd/m2が必要になる。それを目指して、寿命と発光効率を上げていく」（有機エレクトロニクス研究所）

という。世界市場向けに製品化することを想定すると、地域ごとの照明文化も考慮する必要がある。「欧州

は暗さを楽しむ文化があり、1000cd/m2 で十分だが、北米市場向けには 3000cd/m2、日本では 5000~

6000cd/m2が目標となる」（ローム）。 

次の条件は寿命だ。「サンプル出荷を開始する 2009 年 10 月時点では 1 万時間の寿命を目標とする」（ルミ

オテック）。「素子の輝度は既に十分であると考えており、素子の寿命を延ばすことが今後重要になると考

えている」（NEC）。 

しかしながら、寿命の長さは輝度向上とは相容れない。一般に輝度を上げると寿命がほぼ反比例の関係で

低下するからだ。例えば輝度を高めるために大電流を流すと、特定の部位が発熱し、抵抗値が減少するこ

とで、さらに電流が集中するというフィードバックが働き、材料が焦げてしまう。 

このジレンマを解決したのが、山形大学大学院理工学研究科で教授を務める城戸淳二氏が開発した MPE

（Multi Photon Emission）構造である（図 1）。MPE構造では RGBを構成する層を上下に複数段重ね合わせ、

段の間に透明な電荷発生層（CGL：Charge Generation Layer）を設ける。MPE構造を採ると、段数が nの場

合、1段の場合と同じ輝度で光らせるときに各段に流す電流の量は 1/nになる。従って寿命が延びる。必要

な電圧は n 倍となるが、電力は電圧と電流の積であるため、変わらない。「3 段構成の MPE 構造の場合、

寿命が 5倍に延びた。当社では既に 2~8段の MPE構造を試作している」（ローム）。 

発光効率も投入電流が小さい方が高くなるため、効率向上にも役立つ。「2段構成と 3段構成の場合を 1段

構成時と比較すると、電流効率（cd/A）は、電流密度が 0.01m~100mA/cm2 の範囲でそれぞれちょうど 2

倍、3倍となった」（有機エレクトロニクス研究所でプロジェクトマネージャーと有機デバイス研究室長を

務める小田敦氏）。 

さらに各段を構成する発光有機材料の種類を変えるヘテロ MPE 素子構造を採ることでスペクトルを自由

に設計でき、演色性を高められる。 

発光効率を向上させる手法もある＊2）。光がどの程度素子から放出されるかを示す指標に、外部量子効率

がある。外部量子効率は次の 3 つの比率の積で決まる。（1）発光層に注入した電子と正孔のうち有機分子

を酸化・還元しながら輸送され、再結合されるものの比率、（2）再結合時に分子が基底状態から励起状態

に活性化された「励起子」のうち光を放出できる励起子の比率（内部量子効率）、（3）その素子から光が大



気中に放出される比率（取り出し効率）である。再結合される電子と正孔の比率は、有機材料の種類と膜

厚で決まる。 

白色有機 EL で現在課題とされているのは、内部量子効率と取り出し効率の向上である。蛍光を利用する

有機物のみを用いると内部量子効率は 25％が理論上限となる。さらに、取り出し効率向上策を施さない場

合、素子外に取り出せる光子は 25~30％に過ぎない。そのため外部量子効率は 5％と低くなり、発光効率

はわずか 6~7lm/Wにとどまる。 

蛍光材料ではなくりん光材料を使うと、内部量子効率の理論上限が 100％に上がる。2004 年以降に開発さ

れた発光効率 30lm/W以上の素子には、ほぼすべてりん光材料が採用されている。 

取り出し効率が低下する主な原因は、有機層で発生した光が素子内にとどまって消滅してしまうことであ

る。「発光層などの厚みが 0.1μm程度と可視光の波長に近いため、内部で反射した光が干渉して減衰して

しまう。これを防ぐためには各膜厚の制御が不可欠である」（有機エレクトロニクス研究所の小田氏）。同

研究所の開発ロードマップによれば、輝度 5000cd/m2 の場合、2012 年に蛍光灯を超える 100lm/W、2015

年に 150lm/Wの効率達成が目標である。 

規模では有機エレ研が圧倒 

 以上のような照明器具の製品化に必要な輝度、寿命、発光効率の達成を目指す 6社が試作品を展示した。 

NECライティングは、光取り出し効率の向上を目標にしている＊3）。展示品では、140mm角の照明器具な

ど、色温度の異なる 6 品種を出展した。壁に設置して、直接光源と間接光源の切り替えが可能な器具（ブ

ラケット型）が関心を集めたという（図 2）。 

「従来の照明器具はいわば点光源と線光源で構成されていた。新しい面光源を EL照明で作る。数年後には

器具のサンプル出荷を開始したい」（NEC ライティング開発本部次期光源開発部でマネージャーを務める

橋本匡史氏）。すでに 3000~5000cd/m2の輝度が得られているため、今後の開発の優先度はまず寿命、次に

発光効率だとした。「蛍光灯と同等の効率を目標とする」（同氏）。 

パナソニック電工は、3 種類の素子を展示した（図 3）。50mm 角のものと 80mm 角のもの、さらに平均演

色評価数（Ra）を 94まで高めた 80mm角の素子である（図 4）。演色性を高めた素子は、同社と出光興産、

タツモの 3社が結成したプロジェクト「有機発光機構を用いた高効率照明技術の開発」の成果であり、NEDO

の委託を受けて開発を進めている。 

照明用途では、まず発光効率や輝度があまり重視されない「補助照明」に 2 年後に利用されるようになる

と想定する。2013 年には同社の白色有機 EL 照明器具が輝度 3000cd/m2、寿命 4万時間を達成する予定

だとした。これを受け、2015 年以降は主照明としても使われるようになるという。 

有機エレクトロニクス研究所では、10 品種を上回る、456 枚の各種白色有機 EL 素子を見せた（図 5）。従

来の照明用素子とは異なる特長を強調した器具も展示した。まず、透明度が 75％に達する素子である（図

6）。配線以外を透明にしており、窓に使えば非点灯時は外光を取り込める。スピーカとして機能する器具

もある。ガラス基板に薄型ボイスコイルを配置し、素子自体を振動させることで、音楽を再生していた。

ほとんどの素子の平均演色評価数は 80~85 の範囲にあった。色温度の違う素子も用意しており、3900K、

4400K、4900K の 3 種類を展示した。 

同研究所は「高効率化、放熱技術、素子の製造技術を重点的に研究している」（有機エレクトロニクス研究

所で主任研究員を務める島田新一氏）。発光効率は現時点で 20~30lm/W であり、これを 2009 年中に

40lm/Wまで改善し、2012 年には蛍光灯と同等にまで高めるとした。 

開発中の製造技術は主に 2 つ。まず、現時点では数％にとどまっている有機材料の利用率（全使用量のう

ち基板上に蒸着する材料の割合）を、60％以上まで改善する。「白色有機 EL照明器具の製造コストに占め



る最大の要素は有機材料である。利用効率が低いからだ」（同研究所の小田氏）。次に、タクト・タイムを

1分以下にできる第 5世代の製造ラインを試作するとした。「材料の利用率向上と、新製造ラインを実現で

きれば、1m2の有機 EL素子を 1万円で製造可能になる」（同氏）とした。 

10月に 70lm/W品を出荷 

 ルミオテックは 7種類の素子と器具を見せた＊4）。「輝度、発光効率、寿命、演色性をそれぞれ高める開

発に取り組んでおり、素子のサンプル出荷を開始する 2009年 10月時点では、それぞれ 5000cd/m2、70lm/W、

1 万時間としたい」（ルミオテックで取締役マーケティング部長と業務部長を務める森田好彦氏）。具体的

には 3~5段の MPE構造を用いることで実現するとした。 

ただし、現時点では演色性を上げると発光効率が落ちてしまう。「平均演色評価数が最も高い展示品はRa90

（図 7）であり、研究室では Ra94の素子も試作した。ただし、Ra90の素子でも効率は 25lm/Wと低い」（同

氏）。用途に応じて必要な性能を組み合わせていくという。このほか、1.9mm厚の薄型素子も展示した。サ

ンプル出荷する素子の厚さは 2.3mmの予定である。 

ロームは 6種類の素子と器具を展示した。その中でも今回が初披露となった素子は、厚さが 0.3mmで、5cm

角当たりの重量が 1gと軽い（図 8）。この薄型素子が必要とされる用途は、まず、自動車だという。「ルミ

オテックで協力する三菱重工業によると、移動体での白色有機 EL 素子に需要がある。車載用途などでは

1g でも軽いものが求められる。さらに飛行機では曲面発光素子に対するニーズもある」（ロームの研究開

発本部ディスプレイ研究開発センターでリーダーを務める高村誠氏）。 

開発の優先度は発光効率向上にあるとした。「蛍光灯など既存の拡散光源に対して、周辺技術なども含めて

まだ 10年遅れている。そのため、まず、有機 ELパネルの発光効率を高める必要がある。現状の効率 15~

25lm/Wを、りん光材料を使うことで 2年後に 4倍（60~100lm/W）に高める。数値に幅があるのは演色性

が高いもの（Ra90）が 60lm/W、効率は高いが演色性は比較的低いもの（Ra70）が 100lm/W という意味で

ある」（同氏）とした。展示では輝度 5000cd/m2のパネルを並べた。有機 ELパネルの寿命（輝度半減時間）

を延ばし、輝度を高めるために、MPE構造を採った。 

オランダ Royal Philips Electronics 社は、2種類の展示品「Lumiblade」を見せた（図 9）。2インチ角の

素子と15cm角の器具である。「欧州市場では白色LEDを蛍光灯の代わりに使うとまぶしすぎると感じる。

そこで白色有機 EL に期待している」（同社）。展示品の輝度は他社と比べて低めに抑えられており、

1000cd/m2 である。厚さは 1.8mm。2009 年中にサンプル出荷を予定するが、製品化は 2010 年以降に

なるとした。輝度と寿命の両方を改良するため、MPE 技術を使ったという。 

【脚注】 

＊1）ただし、国内では低分子の有機物を真空蒸着法を用いてガラス基板に積層する製造法が主流である。

セイコーエプソンや米 General Electric は高分子を用いた印刷製造技術開発に取り組んでいる。 

＊2）白色有機 EL 素子のうち、最も発光効率が高いのは 2008 年 6 月に米Universal Display 社が発表し

た 102lm/W（2mm角、1000cd/m2）である。 

＊3）NEC ライティングは、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を受けて、山形大学

や有機エレクトロニクス研究所と共同で器具を開発している。 

＊4）同社は、白色有機 EL 素子と照明器具の事業性を検証するために 2008 年 5 月に設立された企業であ

る。凸版印刷、三井物産、三菱重工業、ロームのほか、城戸氏が出資しており、設立発表会では、15cm

角で厚さが 3.9mm のパネルを展示していた。発光効率は 20lm/W であり、寿命は 6000 時間だった。現

時点の生産能力は 1万枚/月であるとした。 

【EE Times Japan 2009 年 4 月号「Building Blocks」、pp.12~15 掲載記事】 



 

図 1 MPE 構造の概念図 

複数の発光層を電荷発生層（CGL）を挟んで積層することで、輝度当たりの

投入電流量を低減でき、寿命を延ばすことが可能になる（a）。これは、複数

の素子を直列につないだ状態（b）と同じである。出典：有機エレクトロニク

ス研究所 

 

 

図 2 NEC が出展した白色有機 EL パネルを用いた照明器具 

140mm 角のパネルを用いた。回転軸が 2 軸あり、間接照明と直接照明のどちらに

も切り替えて利用ができる。平均演色評価数は 82 である 

 

 

 

図 3 パナソニック電工が展示した白色有機 EL パネル 

上部に多数展示した 50mm角のほか、下部左と中央の 80mm角パネルと下

部右の演色性を高めた 80mm角パネルの 3種類を見せた。 

 

 

図 4 パナソニック電工の高演色性素子 

平均演色評価数を 94 に高めた。 

 

 

 

 

 

図 5 有機エレクトロニクス研究所の出展ブース 

400 枚以上の白色有機 EL 素子を並べた。各パネルは EIA-485 で相互に接

続してあり、自動的に点灯/非点灯を制御できるようにしていた。比較的光

を絞った状態を撮影した。 

 

 

 

図 6 透明度が 75％と高い素子 

有機エレクトロニクス研究所が開発した。窓にも利用できる。 

 

 

 

 



 

図 7 ルミオテックが開発した素子 

1.9mm厚の素子（左）と平均演色評価数が 90 と高い素子（右） 

 

 

 

 

図 8 ロームの薄型素子 

0.3mmと薄いため、曲面状に配置できる。 

 

 

 

 

図 9 オランダ Royal Philips Electro-nics 社の素子 

1000cd/m2 と暗めの設定になっている。2009 年中にサンプル出荷を予

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6.5 有機 EL 照明を使用した手術室のスタディ 

有機ＥＬの有効性として上げられるのが、演色性、高寿命である。このように有機 EL の特性を生かせる

最大の空間として手術室が上げられる。そこで手術室においての有機ＥＬの有効性を検討する。 

・ 一般各種手術室の種類 

 

・手術室における代表的なプランニングチェック項目 20 

 

特にこの中で、 

6.壁・天井の材質を何にするのか 

 -耐久性、洗浄性などを考慮すると、なるべく医薬品などによる劣化の少ない材質、特にガラスなどは有      

  効である。 

9.ほこりに対する配慮をする。 

 -ほこりの付着、たまりなどが無いように材質、仕上げ、または段差の無いディテールが必要とされる。 

  またメンテナンスによる機材の取り外しなどが無いことも重要である。 

16.照明器具はアクリルなどのカバー付きになっているか。 

 -この項目は、上記の 9に対する具体的な対応方法の一つとしての項目といえる。 

 

-手術室における有機ＥＬとＨｆ蛍光灯の比較 

手術室条件：8.4ｍ×8.4ｍ（70.6 ㎡） 天井高：2.8ｍ 

床面平均照度 600ｌｘ 

 

-Ｈｆ32Ｗの場合 

 

松下 ＪＳＦ42853 123000 円 クリーンルーム用照明器具  寸法 1274×260 



光源 Ｈｆ32Ｗ×2 光束 9000lm  器具効率 41％ 保守率 0.73 

配置台数 16 台  平均床面照度 620lx 保守率を考慮すると、450lx 

 

-有機ＥＬの場合 

器具寸法 ≒1200×700 10ｃｍ×10ｃｍユニット×84 84Ｗ 

光束 3360ｌｍ 器具効率 100％ 

配置台数 12×7×16 台 平均床面照度 560lx  

 

Ｈｆ32Ｗ×2                   有機ＥＬ 

 

 

-比較 

ここでのポイントはＨｆ器具の場合、器具効率が 41％であることであり、すなわち現実的には 100lm/w

から≒40lm/wとなっている点である。有機 EL と比較するとほとんど発光効率は変わらない。 

-使用電気料 

Hf32W×2→90W×16 台＝1440ｗ 

有機 EL1 ユニット→84W×16 台＝1344W となり、ほとんど変わらない。 

-メンテナンス回数/24 時間 365 日点灯想定 

Hf32W×2→総ランプ数 32 本→1本あたり 0.73 回/年→合計 23 回/年 

有機 EL→≒6年間ごとに交換 

 

-評価 

総合的に判断すると、有機 EL はランプ交換回数が少ないことから、ほこりなどの発生の可能性が少なく

なり、なおかつ、表面をガラスなどの材質を使用することによってよりクリーンな環境を維持できる。 

また、建築的には必要とされる面積も天井内の空調などとの収まりも可能であり、埋込寸法などもほとん

ど考慮する必要が無いことから、より手術室内の密閉度を上げる事もできる。演色性に関しても有機 EL

のほうが優位であるので、特に色彩などの再現性を考慮しても有効である。 

問題点とすると、インバーターからのノイズの低減などの厳密な技術開発が必要となる。 

 

-今後の可能性 



 

病院などの高衛生空間は、集中治療室、洗浄室、また、バイオロジカルクリーンルーム向けとしても有機

EL は有効であるといえる。 

建築的高気密性、直接洗浄可能（ガラス素材）である仕様が簡単に作れるため、今までの FL 系器具に比

較して可能性があると思われる。居室内の気密性を考慮しても、天井面に開口が必要となる FL 器具に対

して、直付施工が可能な有機 EL 照明器具は、施工コスト面からも有効であることが言える。FL 器具の参

考例とすると、松下 JSF42880（164000 円）がある。特殊空間に対する価格設定とすると、比較的高い値

段設定となっていることから、この分野に有機 EL が参入する事は今後より早く可能であり、ランプ交換

などのストレスを考慮すると、有機 EL 器具の対応する可能性は計り知れない。 

 

 

6.6 有機 EL 照明を使用した廊下照明のスタディ 

今まで一般的に計画されてきた、オフィスなどの廊下などは、JIS 基準の照度設定を基に計画されているの

げ現状である、現在は省エネ的アプローチが必要とされ、特に公共での廊下などの照明は間引き点灯など

して省エネを計っている。単純な廊下などの空間は人が歩行するという性能が求められている。現在の建

築はバリアフリーからも段差の無い平坦な床面が主な要素となっていることから、人はほとんど床面を見

ずに歩いている。よって、このような廊下では単純に床面の照度の確保から、人を安全、安心に誘導する

照明計画が求められている。 

また、現状の照明器具、特に直管の蛍光灯器具を LEDにリニューアルする例が増えてきている。この場合、

商品によっては器具の安定期を変更する必要も出てきている。 

そこで、有機 EL の特性でもある平坦であり、施工上、既存の空間に取り付けるだけで完成するというこ

とから有機 EL を使用した廊下のリニューアルの計画を検討する。 

 

 

-蛍光灯を使用した計画の場合 

Hf32W ×8灯 平均照度 120ｌｘ 

 

 

 

 

 



 

-有機 EL を使用した計画の場合 

10ｃｍ×10ｃｍ ×5枚 ×5カ所 

平均照度 4ｌｘ 

 

 

 

 

 

 

 

-照明空間の比較 

蛍光灯の場合、空間自体が均一に明るい。逆に有機 EL の

場合は全体としては蛍光灯の場合と比較すると暗いイメー

ジはある。しかし、人が歩行するという性能から評価する

と、十分に有機 EL でも廊下としての機能を満足している

事が解る。ただここで注意する必要があるのは、有機 EL

で床面の平均照度を確保するということから、空間の特性

を読み解き、有機 EL

を有効に配置するこ

とによって、空間を把

握できるようになっ

ていることが重要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-エネルギー比較 

単純に使用容量を比較する。 

Hf32W→45W×8 台＝360ｗ 

機 EL→1W×5枚×5カ所＝25W 

エネルギー的には約 1/15 となり、省エネが実現できるのが解る。 

 



6.7 有機 EL の今後の可能性 

有機 EL は今後世界的に大量に市場に出回ることが予想される。有機 EL の特性でもある、高演色性、高効

率、そした高寿命は魅力ではある。しかし、デメリットとすると、面光源的使用が中心となってしまう点

である。今までの新光源でもある蛍光灯もこれらのデメリットを満足しきれていないし、LEDに関しても

既存の光源（白熱灯、蛍光灯）などの代用としての使用方法が中心に検討されているのが現状である。有

機 EL はこれらの光源の歴史をたどるのではなく、いち早く特殊な使用方法としてのビジネスモデルが求

められている。新たな使用方法を模索するためには、いままでのように光源メーカー独自の開発だけにた

よるのではなく、より他方に広がった共有できるアイデアが必要であり、官民一体となった新たな骨組み

も必要とされる。特に米沢では官民の距離が近く、コンパクトでフットワークのよい環境がそろっている

のも事実である。より早く現実的な照明としての実験的試みが期待され、第二部では米沢の街を分析し、

米沢独自の都市空間へのビジネスモデルの基礎となる事を目指し、都市空間はよりビジネスチャンスが広

がる要素でもあることへの提言でもある。 
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